
 

 

 

 

 

 
 

 

本当に困ったとき、あなたはどうしますか？ 
 校長 梅田 尚之 

 生徒の皆さんは、これまでの生活の中で何か困ったことに直面したときにどのようにしてきました

か？ 

 「自分で解決策を一生懸命に考えて何とか乗り越えてきた。」という人もいれば、「『どうしよう。どう

しよう。』と考えているうちに、自然となんとかなった。」という運のよかった人もいるでしょう。 

 保護者の皆さんは、いかがでしょうか。生徒たちよりも長い人生を歩んできたのですから、生徒たちよ

り多くの、そして、大きな困難を体験してきたと思います。それらの困難をどのように克服してきたでし

ょうか。 

 おそらく、「誰かに相談した。」と答える方も多いことでしょう。誰かに自分の状況を話すことで、自分

の気持ちに共感してもらえたり、励ましてもらえたりします。たとえ素晴らしい解決策が出てこなくて

も気持ちの上ではかなり楽になったという経験をしてきた方も多いでしょう。 

 生徒の皆さんは、何か困ったことがあったときに相談できる人、話を聞いてもらえる人はいますか？

「親、兄弟や姉妹、おじいちゃんやおばあちゃん、学校や塾の先生、クラスの友達、あるいは部活の先輩」

など、誰でも構いません。ただ、困りごとの内容によっては相談しやすい人と相談しにくい人がいます

ね。また、相談に適している立場の人とそうでない人がいます。例えば、「恋愛の相談をおじいちゃんや

おばあちゃんにする。」という人はめったにいないのではないでしょうか。 

 ただ、ここで生徒の皆さんに覚えておいてほしいのは、「本当に困ったことがあったときには、一人だ

けで悩まずに、誰かに相談する。」ということです。あなたの周りの誰かが必ずあなたの力になってくれ

ます。困りごとの内容によっては直接話をしにくいという場合もあります。そんなときには、電話やメー

ルで相談できるところもありますし、学校にも「校長ホットライン」という相談ポストも設置してありま

す。たとえ問題が大きすぎて、すぐに解決策が見つからなくても一緒に解決策を考えたり、一緒に悩んだ

りできます。本当に困っているときは、そんなことでもあなたの力になるはずです。 

 困ったことがあったときには、まずは自分で解決を試みる。それでもだめなら、信頼できる周りの人に

相談して、助けを求める。本当に困ったことがあるときには、遠慮せずに、ＳＯＳを出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

   西中だより 
【学校教育目標】 

進んで学習しよう 

自他を大切にしよう 

責任を果たそう 

 

令和６年６月１４日発行 

青梅市立西中学校 

学校だより第３号 

校長 梅田 尚之 

公的な相談機関については

一番最後のページをご参照

ください。 

 



  運動会を終えて                       教諭 ○○○○ 

５月２５日（土）天候にも恵まれ、無事に運動会を開催することができました。当日を迎えるまで

に、委員会に所属している生徒やボランティア生徒を中心にライン引きやテント設営など会場準備に皆

が協力する姿がとても印象的でした。これぞチーム西中だと改めて実感しました。 

「気炎万丈～狙うは優勝ただ一つ～」今年の運動会のスローガンの通り、各学年練習の成果を発揮

し、個人種目や学年種目、生徒全員が全力で取り組んでいました。また、生徒同士の協力、学年を超え

ての応援など運動会の醍醐味を感じました。生徒からも勝ち負けだけではなく、「一つの目標に対し皆

でまとまる団結力の大切さが分かった。」「運動は苦手だけど最後までやり切れた」などの声が聞けまし

た。 

また、今年度から新種目「西中リレーが」が始まりました。閉会式の扇谷君の言葉にあったように、

「ラジオ体操」や「西中リレー」という伝統を受け継ぐとともに、来年度さらに発展させてもらいたい

です。運動会が終わり、学年毎に校外学習や修学旅行が控えています。この運動会で培った連帯感を今

後の生活に生かせるよう教育活動に当たります。保護者の皆さまご多忙のところ生徒への温かいご声

援、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育実習について                       副校長 加藤 誠 

５月８日（月）から４週間、西中学校では、将来教師を目指す○○○○さん（保健体育科）の教育実習

が行われました。４週間という短い期間でしたが、授業はもとより運動会などの行事、日々の給食や清掃、

そして、部活動など、すべてを生徒と一緒に明るく過ごす姿が印象的でした。最終日には、たくさんの生徒

たちが○○さんのところを訪れ、別れを惜しんでいました。現在は、国際大会等で活躍する選手を数多く輩

出している日本体育大学柔道部に所属し、選手としても活動しています。西中みんなで教員採用試験合格を

応援したいと思います。教育実習を終えての感想をいただきましたのでご紹介します。 

 

1 か月間ありがとうございました。一瞬で過ぎていった教育実習でした。最初は緊張していまし

たが、西中生が優しく接してくれたお陰ですぐに馴染むことができました。自分としては、汗と涙

あふれる青春の１ページ、運動会に関われたことが思い出です。授業でも、本当に生徒たちに助け

られました。皆さんには「柔よく剛を制す」という言葉を送ります。柔道では技を使って、弱い自

分でも強い相手を投げることができるという意味ですが、○○流で解釈すると「どんな状況でも勝

ち目はある」という意味で使っています。西中生は無限の可能性を秘めています。これからも頑張

ってください。本当にありがとうございました。 

教育実習生 ○○○○ 



 １年生校外学習について                      教諭 ○○○○ 

 ６月６日（木）、１学年の校外学習を行いました。今回の校外学習のスローガンは、『一味同心 ～青梅

の「知らない」を大発見！！～』。班行動を成功させること、私たちの住む町「青梅」の魅力を再発見する

ことを目標として行われました。テーマに沿って、事前学習の後、調べた場所を実際に訪れ、施設の見学、

働いている方へのインタビューを行いました。 

当日はどの班も笑顔があふれ、仲間との協力もよくできました。しかし、予定通りに見学ができなかっ

た班、ルールが守れなかった人もいたようです。準備不足、当日のミス等はスキー教室や今後の校外学習

での課題です。 

現在は、学んだことについてまとめ、発表の準備をしています。各班スライドを活用し、資料、原稿の作

成を進めています。今度は、青梅の魅力を発信していきましょう。 

生徒たちの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部活動等の成果                 

く陸上部  

第７５回東京都中学校地域別陸上競技大会 

５月１１日(土)、１２(日)、６月８日(土)、９(日) 

女子西部共通 四種競技 第２位 ○○○○ 記録 2533 点 （都大会出場へ） 

男子共通走高跳         ○○○○ 記録 1m58 （都大会出場へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時間設定がきつすぎて、時間通りに回ることができなかった。 

・郷土博物館の近くの川の奥にカカシが立っていることを知った。 

・澤乃井の酒蔵見学をさせてもらったが、ひんやりしていてクーラーいらずだった！ 

・へそ饅頭の茶色い色は、生地に黒糖が混ぜられているからと知った。 

・今後の行事に向けて、協調性、下調べ、ルールを守ることを頑張りたい。 



 青梅総合医療センターへの緊急搬送について            

 部活動一斉保護者会でお伝えさせていただきましたが、市立青梅総合医療センター（旧青梅市立総合

病院）は地域医療支援病院に指定されているため、救急車で搬送された場合でも診療費の他に選定医療

費 7,700 円（税込）が実費としてかかります。（○子医療証の適応外のため本人負担） 

 万が一、学校から救急車を要請した場合、搬送先は救急隊員の方に委ねられておりますので、同病院

にて選定医療費がかかる場合がありますこと、ご承知おきください。 

 

 

 

 SOS受付機関                 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青梅市立西中学校 

〒198-0063 青梅市梅郷 6-1460-1  
【TEL】0428-76-0114 【FAX】0428-76-2394 

平日７：４５～１９：１５まで 

   ※上記以外留守番電話対応 

【HP】https://www.city.ome.tokyo.jp/school/nishi-j/    

６ 月 の 目 標 

服装・身なりを 

きちんとしよう 


